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& Seki、2012； Spitzberg & Changnon、2009）。それらの先行研究で「異文化
間能力」は、知識、スキル、態度2の3つの構成概念に分けて検討されてお
り（Deardorff、2015）、中でも態度の重要性が指摘されてきたといえる。例え






















































































































































レベル 項目数 「該当する」が選択された項目数の平均 平均／項目数
basic 44 37.3 84.8%
intermediate 46 30.1 65.5%








レベル 項目数 「該当する」が選択された項目数の平均 平均／項目数
basic 7 6.3 90.5%
intermediate 6 5.7 95.4%
advanced 7 6.0 85.7%
表3　要素別アンケート結果「態度」
レベル 項目数 「該当する」が選択された項目数の平均 平均／項目数
basic 12 11.0 91.7%
intermediate 13 8.2 63.3%
advanced 12 6.2 52.3%
表4　要素別アンケート結果「スキル」
レベル 項目数 「該当する」が選択された項目数の平均 平均／項目数
basic 16 13.9 86.8%
intermediate 16 11.8 73.6%
advanced 16 10.4 64.9%
表5　要素別アンケート結果「体系的な知識と批判的な理解」
レベル 項目数 「該当する」が選択された項目数の平均 平均／項目数
basic 9 6.1 67.9%
intermediate 11 4.4 39.9%










































































































5 Olson & Kroeger（2001）は、海外経験（substantive experience）は異文化間能力を培う上
で重要であるとし、3ヶ月以上の期間を海外経験と定義している。
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